
(２) 資産に含まれる文化財

①整理票

番号 名　　　称 保護の主体 保護の種別 面　　　積（㎡） 要　　　約

常呂
  と　こ　ろ

遺跡 国 史跡
1,281,295.9

(128ha)
（全体）

常呂川右岸台地竪穴群
（2002年指定） 65,637.9

常呂竪穴群
（1974年指定）

栄浦第二遺跡
（1974年指定）

サロマ湖東岸竪穴群
（1987年指定） 52,187.0

岐阜台地西部竪穴群
（1990年指定） 120,822.0

標津
　し　べ　つ

遺跡群 国 史跡
3,733,632.5

(373ha)
（全体）

伊茶仁
い ちゃ に

カリカリウス遺跡

（1979年指定）

3,696,653.0

古道
ふるどう

遺跡

（1976年指定）

22,679.5

三本木遺跡
（1989年指定） 14,300.0

1 標津
  し　べ　つ

湿原 国 天然記念物
2,211,510.0

(221ha)

 
ポー川右岸、標津川左岸、海岸砂丘に
囲まれた標高２ｍの低地にある約6,000
年前の縄文海進を起源とする湿原であ
る。高層湿原化が進み、チャミズゴケを
主とするブルトがマット状に発達。エゾ
イソツツジなど80種以上の湿原植物が
生育する。

4

＊関連資産

 
常呂川河口からサロマ湖東岸に隣接す
る海岸砂丘や段丘に立地する５箇所の
遺跡で構成され、縄文～擦文・オホーツ
ク文化の竪穴住居跡が地表面から窪
みの状態で2,706軒、さらにアイヌ文化
のチャシ跡２基が確認できる。
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伊茶仁川、ポー川、標津川、標津湿原
に隣接した３箇所の遺跡で構成され、
縄文～擦文・オホーツク文化の竪穴住
居跡が地表面から窪みの状態で2,496
軒、さらにアイヌ文化のチャシ跡２基が
確認できる。今後も竪穴住居跡1,893軒
が所在する隣接地260haの追加指定も
計画している。
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1,042,649.0
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